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序 

令和７年度の予算案をはじめとする議案をご審議いただくにあ

たりまして、市政運営の所信の一端と施策の主な内容について説

明申し上げます。 

 

本格的な少子高齢化と人口減少が現実のものとなった今、我が

国は、人口構造の変化に伴う働き手不足や社会保障費の増大、経

済成長の停滞などの深刻な課題に直面しており、あらゆる分野に

おいて、将来を展望した新たな成長戦略が求められております。 

さらには、不安定さを増す国際情勢や日米の金利差等に起因し

た過度な円安が続いており、長年の内需の高まりと円高基調等に

支えられてきたビジネスモデルの大胆な見直しが急務となってお

ります。 

 

このような状況の中、政府においては、日本全体の活力回復を

重要政策の主眼に置きながら、「賃上げと投資が牽引する成長型

経済」を実現しつつ、世界に先立つイノベーションが常に生み出

される豊かな国づくりを目指すことを掲げております。 

また、地域の希望・熱量・一体感を取り戻し、若者や女性にも

選ばれる地方を創るため、「地方創生２.０」として、魅力ある仕
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事づくりや働き方改革による労働生産性の向上、デジタル新技術

の徹底活用などを進めるとともに「新しい地方経済・生活環境創

生交付金」を創設し、地域資源を最大限活用した農林水産業や観

光産業等の高付加価値化などの取組を支援するとしております。 

 

このように、グローバル化の進展や社会構造の変化により経済

情勢が変容を遂げ混迷が深まる中、我々地方自治体には、その変

化に迅速に対応するための柔軟性や機動力のみならず、足元の現

実を直視しながら市民一人ひとりの声に耳を傾け、目の前の課題

に真摯に向き合い、その解決に向け愚直に取り組んでいく姿勢が

求められております。 

令和７年度は、厳しい市政運営が求められる中、市民の皆様と

の対話を更に深め、そして寄り添いながら「海と社に育まれる楽

しい塩竈」の実現に向け、市民の皆様と共に邁進していく所存で

あります。議員各位をはじめ市民の皆様のご支援とご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。 
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市政運営の基本方針 

続きまして、令和７年度の市政運営の基本方針について説明申

し上げます。 

 

はじめに、重点課題として位置付け、これまで検討を進めてき

ました、「ごみ処理施設」や「市役所本庁舎」などの整備につき

ましては、これまでにない建設物価高騰の状況を踏まえますと、

今後の財政運営への影響が危惧されることから大きな方針転換を

余儀なくされております。 

これ以上先送りできない課題を前に進めていくためには、現下

の厳しい局面と真正面から向き合い、市政を預かる市長として、

将来に向けた見通しを示さなければならないものと認識しており

ます。 

そのため、様々な視点から冷静に分析を行い、市民や議員の皆

様の声を丁寧にお聞きしながら議論を重ね、目指すべき方向を再

検討してまいります。 

 

また、令和７年度は、第６次長期総合計画の前期５ヵ年の基本

計画が４年目を迎えますので、次の５年間のまちづくりの指針と

なる後期基本計画の策定を視野に入れながら、各分野の施策を着
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実に前進させていく年度となります。 

残された課題をしっかりと見極め、市民や事業者の皆様との連

携により一体感を高めながら、前期基本計画の推進に取り組んで

まいります。 

 

昨年度は、未来を担う子どもたちの育成支援に重点を置き、子

育て世代から「選ばれるまち」となるよう、保育サービスの拡充

を含めた子育て環境の充実や子どもの成長を共に見守る施策の展

開に努めてまいりました。 

令和７年度においても引き続き、子どもたちの健やかな成長と、

子育てや教育を支える体制の充実を図りながら、ふるさと塩竈へ

の愛着と誇りの醸成に向けた施策を推進してまいります。 

 

さらに、持続可能なまちづくりに向けては、これまで様々な民

間企業の皆様と連携体制を整えてまいりました。再整備を進めて

いる伊保石公園においては、都市公園法に基づく設置管理許可制

度による民間活力を導入し、本年７月頃に東北初進出となる自然

一体型のアクティビティ施設が誕生する運びとなりました。これ

を地域の活力向上の契機とし、新たな発想による未利用施設の有

効活用など、市内各エリアの総合的な見直しに波及させ、市民の
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皆様が楽しく遊び、癒され、交流できるまちへ生まれ変わらせる

とともに、市外からも多くの方に足を運んでいただけるよう地域

全体を盛り上げてまいります。 

 

本市が持つ魅力ある個性と民間の活力の組み合わせによる相乗

効果により、これまで蒔いた種が１００周年に向けて花開くよう、

未来へと続くまちづくりを力強く推進してまいります。  
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重点課題への対応 

続きまして、私が市長就任以来、重点課題として位置付けてい

る７つの重点事業についてご説明いたします。 

 

主にハード整備を伴います重点課題への対応として、優先的に

整備を進める「ごみ処理施設」、建築後６４年が経過し老朽化が

著しい「市役所本庁舎」、同じく老朽化が進む「市立病院」につ

きましては、優先順位を定め、様々な角度から検討を重ねてまい

りました。 

 

 「ごみ処理施設」につきましては、市民生活に欠くことのでき

ない根幹的なインフラであることから、重点課題の中でも最優先

と捉え、現地再建に向けた取組を進めてきたところであります。 

しかしながら、当初の想定よりも所要一般財源が多額となる見

込みとなったことなどから、本市単独での施設整備を断念する方

針とした次第であります。 

今後につきましては、市民の皆様の生活に支障が生じないよう、

既存施設の延命化を図るほか、将来的な廃棄物処理の在り方につ

いて、広域化をはじめとしたあらゆる手法を検討してまいります。 
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また、「市役所本庁舎」につきましても、これまで整備に向け

た基本構想・基本計画の策定に向けた取組を進めてまいりました

が、最優先で取り組む廃棄物処理の今後の方針やそれに伴い負担

すべき費用が明確となっておらず、先々の見通しに与える影響の

大きさが不透明な状況にあります。 

あわせて、庁舎整備においても所要一般財源が多額となる見込

みとなったことから、現時点では事業を凍結する方針としたとこ

ろであります。 

今後につきましては、現在の本庁舎における安全性・耐久性の

調査を行い、必要に応じて維持補修を実施するほか、市民の皆様

の利便性の向上につながるよう、壱番館庁舎の利活用についても

検討してまいります。 

 

なお、「市立病院」につきましては、安全・安心な地域医療の

提供に向け、病棟における病室や廊下、トイレの整備などの病院

改修事業に取り組み、利用される方の療養環境の向上と職場環境

の改善を図ってまいります。 

 

「学校再編」につきましては、昨年「市立学校規模適正化等検

討委員会」を教育委員会の附属機関として設置し、今後の児童生
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徒数の推移などを見据えた学校規模の適正化について議論を重ね

て来たところであります。 

令和７年度においては、保護者や地域住民、児童生徒を含めま

した学校現場からの意見を踏まえ、今後の望ましい教育の在り方

を念頭に、市としての考え方をとりまとめてまいります。 

 

「門前町再生」につきましては、これまでの門前町ミーティン

グから得た意見や門前町カフェタイムによる実証実験の結果を踏

まえ、賑わいのある門前町となるよう、引き続き、歩行者利便増

進道路、通称ほこみちの指定に向け、県や関係機関との協議を進

めてまいります。 

また、門前町エリアの拠点としてのポテンシャルを有する宮町

庁舎跡地の活用について調査研究に取り組むほか、地域や事業者

の方々が門前町ミーティング参加者と共に意見交換や地域を学ぶ

機会を提供するなど自発的活動を支援し、将来の地域社会の担い

手づくりにも取り組んでまいります。 

 

「産業創出再生」につきましては、水産食材の供給基地として

の「みやぎの台所・しおがま」の創造を力強く推し進めていくた

め、「三陸塩竈ひがしもの」の磨き上げや新たな魚種のブランド
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化など、引き続き関係者の皆様と議論を深めてまいります。また、

小学生や親子を対象とした魚食文化の普及啓蒙や大型量販店、交

流都市での幅広いプロモーション活動等に取り組んでまいります。 

あわせて、水産加工業に携わる皆様においては、円安・物価高

による輸入原魚の高騰や人手不足等により厳しい経営環境が続い

ておりますので、消費者ニーズや販売チャネルの多様化に対応で

きるよう、インターネット等を介した通信販売等を行う事業者の

支援を継続してまいります。 

また、仲卸市場では、後継者不足などの課題も抱えている中、

ブリッジプロジェクトの皆様が中心となり、セブンストリートや

バーベキューコーナーの整備、マルシェの開催など、新たな客層

を意識した集客に取り組んでおられます。本市といたしましても

空き盤台の活用による新規出店等を支援するなど更なる賑わいづ

くりを後押ししてまいります。 

 

「浦戸の再生」につきましては、幅広い世代の皆様から浦戸諸

島への興味や関心を寄せていただけるよう、子どもたちの校外学

習支援と桂島防災集団移転跡地の利活用を兼ねた芝生定植ワーク

ショップに継続して取り組んでまいります。 
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また、島内での買い物環境を拡充するなど、島民、さらには観

光客の皆様にも満足していただけるよう買い物困難者への生活支

援に努めるとともに、１次産業の振興や魅力の発信を担う地域お

こし協力隊の皆さんの活動支援として、ブルーセンターの一部を

集いの空間として活用するなど環境を整えてまいります。 

さらに、離島航路の維持に向け策定した「第３期交通事業会計

経営健全化計画」に基づき、市営汽船の効率的な運航と利用促進

を図りながら収入確保と経費削減に取り組み、経営基盤の安定を

図ってまいります。 
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第６次長期総合計画 

続きまして、第６次長期総合計画に基づく令和７年度の主要施

策について、主な分野ごとに述べさせていただきます。 

 

はじめに、子どもたちの笑い声があふれるまちを目指す「子ど

も」の分野について申し上げます。 

本市が持続可能なまちとして輝き続け、住まう人々が幸せを実

感できるよう、子育て世帯のライフステージに応じた切れ目のな

い、きめ細かな支援について組織横断的に取り組み、子どもを産

み育てやすい環境を整えながら子育て世帯に選ばれるまちづくり

を推進してまいります。 

 

まず、妊娠期から未就学期までの支援についてであります。 

「生命（いのち）の誕生と子育ての感動を分かちあい、子ども

たち一人ひとりが光り輝くまち しおがま」を基本理念とした

「第３期のびのび塩竈っ子プラン」に基づき、子どもがのびのび

と健やかに育つまち、親が安心して子どもを産み育てられるま

ち、地域社会が子どもの育ちと子育てを支えるまちづくりに取り

組んでまいります。 

また、令和６年度から、全ての妊産婦、子育て世帯、子どもへ
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の一体的な相談支援を行うための総合窓口として「こども家庭セ

ンター」を開設いたしました。引き続き、子育て支援の拠点とし

て関係機関との連携体制を強化・充実しながら、多様な家庭環境

に寄り添ったきめ細かなサービスを提供してまいります。 

 

そのほか、妊産婦等へ出産や子育てに係る支援給付などの経済

的支援や妊婦等包括相談支援事業、産後ケア事業等を通じた身体

的・精神的なケアを含む伴走型の相談支援を行うとともに、子育

ての不安解消と孤立予防を目的とした各種講座や相談会を開催し、

妊産婦や子育て期の保護者同士の交流促進を図るなど、安心して

出産・育児ができる環境を強化してまいります。 

 

令和７年度には、保護者が気分転換にサロンやリラクゼーショ

ン等で利用できる「育児ママパパリフレッシュチケット事業」を

新たに創設し、市内事業者と連携しながら地域全体での子育て支

援体制を整えてまいります。 

また、市内で生まれた赤ちゃんとそのご家族には、新たな命の

誕生をお祝いするギフトを贈呈し、子どもの健やかな成長を支え

てまいります。 
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保育事業につきましては、令和６年４月より新たに２つの民間

保育施設が運営を開始するとともに、東部保育所を民営化し、待

機児童の解消や受入れ環境の充実、多様な保育サービスを提供し

ているところです。 

令和７年度は、さらなる保育ニーズに対応するため、民間保育

園による病児・病後児対応型の保育を支援するとともに、公立保

育所による医療的ケア児の受入れに向けた体制を整備してまいり

ます。 

 

次に、学校教育についてであります。 

変化し続ける社会情勢の中で、未来を自ら切り開く力と自己実

現を目指す意欲や態度を育むため、第２期塩竈市教育振興基本計

画に掲げる「目指すべき姿」の理念である「ともに学び 時をつな

ぎ 人が輝く」教育の実現を目指し、未来に羽ばたく塩竈っ子の育

成に取り組んでまいります。 

 

これまで実施してきた「学びの共同体」による取組は、児童生

徒の学校生活の意欲向上に結び付くなどの成果はあった一方で、

学力向上には十分に効果が表れていない現状も見受けられたこと

から、これまでの取組を検証し、従来の授業における課題を整理
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いたしました。今後は「ともに学び 時をつなぎ 子どもが輝く授

業 ～しおがま学びの１０の視点～ 」を新たな授業改善の方策と

して位置付け、基礎学力定着のための「朗誦教育」を推進するほ

か、学校外にも学びのための居場所を設けながら、大学生ボラン

ティア等の力を借りた学習支援を行うなど、学力の向上を図るた

めの新たな取組に挑戦してまいります。 

 

あわせて、情報教育を支える基盤的なツールである学習支援ク

ラウドやＡＩ型ドリル等を積極的に活用し、情報活用能力などこ

れからの社会を生き抜くために必要な力の育成につながる教育を

提供するとともに家庭での学習環境の充実を図ります。 

さらに、民間企業との連携を図り、様々な職業や地域文化等を

体験型のオンライン授業として実施するなど、多様な学びの機会

の提供と幅広い知識の習得を支援してまいります。 

  

昨年度に引き続き、第二中学校の長寿命化改良工事を進め、あ

わせて教育環境における熱中症対策の一環として、体育館に空調

設備を導入し、安全・安心で快適な教育環境の整備に努めてまい

ります。 
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学校給食においては、食材の質を確保しつつ、物価高騰による

保護者の負担軽減を図るため、国の交付金を活用した食材購入費

の一部支援を行います。 

 

生活困窮世帯の子どもに向けた教育支援につきましては、学習

環境の支援にとどまらず、進路相談や将来を見据えた社会性を養

うための支援も実施し、貧困の世代間連鎖の防止に努めてまいり

ます。 

 

次に、若い世代の移住・定住の促進に向けた取組についてであ

ります。 

子育て世代の転入促進に向けては、子育て・三世代同居近居住

宅取得支援事業による住宅取得のための経済的支援を継続しなが

ら、首都圏からのＵＩＪターンによる若い世代の移住促進にも力

を注いでまいります。 

 

新たにご結婚された方々には、新たな門出を祝福するため、お

祝い金の贈呈を引き続き実施するとともに、結婚を希望される

方々に向けましては、本市ならではのロケーションなどを生かし

た出会いの場を提供し、結婚に向けた活動の支援と定住のきっか
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けづくりを行います。 

また、伊保石公園管理棟など、公共施設の空きスペースを有効

活用した子どもの遊び場を市内に点在させ、子どもたちが楽しく

体を動かしながら心身を育む機会を創出し、子育て環境の充実を

図るとともに、多世代が交流できる場所として利活用に努めます。 

 

次に、みんなが生き生きしているまちを目指す「福祉」の分野

についてであります。 

日常生活を送るうえでの困難や生きづらさを抱えている方々を、

社会で支え合いながら自分らしく活躍できる、誰一人取り残さな

い地域共生社会を実現するため、地域や関係者との連携を深め、

地域福祉計画の基本理念に掲げる「地域で支え合い、みんなで認

め合う、安心・安全なまちづくり」に向けた取組を進めてまいり

ます。 

また、地域福祉事業の担い手である社会福祉協議会や高齢者の

生きがいある生活の実現に取り組むシルバー人材センターなどの

安定運営を支援し、地域生活課題の解決とともに持続可能な福祉

基盤の充実に努めます。 

 

高齢者の皆様には、これからも安心して暮らしていただけるよ
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う、デジタル機器を活用した見守りサービスの導入に係る費用の

助成に加え、事業者の配食業務による安否確認といった高齢者の

生活環境に合わせた見守り体制の充実を図るなど、地域の様々な

分野の事業者と連携した日常生活の支援に取り組んでまいります。 

また、高齢者同士の交流機会や生きがいを創出するため、高齢

者の通いの場・交流の場の情報発信に努めるとともに、地域のサ

ロン活動を支援し、誰もが地域社会に参画できる環境の充実を図

ります。令和７年度は、３年間を計画期間とする高齢者福祉計画

の中間年となりますので、これまでの施策の検証とニーズを捉え

た課題の抽出など、次期計画策定に向けた準備に取り組んでまい

ります。 

 

さらに、地域住民の皆様の健康増進を図るため、ウォーキング

イベントなどの開催により、楽しみながら健康な心と体をつくる

取組を進めるとともに、食事による栄養バランスや塩分摂取量を

意識していただく啓発活動にも力を入れながら健康寿命の延伸を

目指してまいります。 

 

次に、快適に住み続けられるまちを目指す「生活」の分野であ

ります。 
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まず、災害に強くしなやかなまちづくりに向けて、老朽化した

防災行政無線を更新し、迅速かつ機動的な情報提供を可能とする

など、災害時などに的確に情報を伝達できる環境を構築してまい

ります。 

また、空き家対策につきましては、総合案内窓口を起点とした

危険空家の把握や発生抑制に向けた取組を進めるとともに、引き

続き空き家バンクによる流通や利活用の促進に努めてまいります。 

 

コミュニティバスにつきましては、本年４月からＮＥＷしおナ

ビバスの運行を、市内の大型量販店へ乗り入れるルートに変更し、

利便性の向上を図りながら市民の皆様の足として、より愛される

交通手段となるよう努めてまいります。 

 

さらに、住みたい・住んでみたいまちづくりを進めるため、策

定からおおむね１０年を迎える都市マスタープランを見直すとと

もに、人口減少をはじめとする様々な行政課題を踏まえた「立地

適正化計画」を新たに策定し、持続可能なコンパクトシティ形成

に向けた取組を推進してまいります。 
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次に、活気があり、誇りをもって働いている人がたくさんいる

まちを目指す「産業」の分野であります。 

本市の基幹産業である水産業と水産加工業は、コロナ禍からの

回復が見られたものの、円安やエネルギー価格等の高騰により、

引き続き厳しい状況に直面しています。活気に満ちた地域産業を

取り戻すため、水産品・水産加工品の販路拡大に向けた支援を力

強く進めてまいります。 

 

先般明らかとなりました塩竈市魚市場の卸売業者による不適切

な取引に関しましては、市場開設者として、県からの卸売業務の

改善措置命令を重く受け止め、卸売業者への行政処分や問屋への

申し入れ及び業務規則の改正等による再発防止策を講じたところ

であります。今後は地方卸売市場の適正かつ健全な運営と信頼の

回復に努めてまいります。 

 

地域経済の振興に関しましては、小規模事業者チャレンジ支援

事業を通じて意欲ある小規模事業者の生産性向上や販路拡大に向

けた新たな挑戦を引き続き後押しし、地域の活力を高めてまいり

ます。 
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次に、何度でも訪れたいまちを目指す「交流」の分野でありま

す。 

観光資源に恵まれた本市の観光振興と観光ニーズの変化に対応

していくため、「塩竈市観光振興ビジョン」に基づくこれまでの

取組を検証し、新たなビジョンへ改訂を行い、インバウンドをは

じめとする交流人口と観光消費額の拡大を目指してまいります。 

また、ベイエリアの賑わいづくりの拠点である旅客ターミナル

マリンゲート塩釜につきましては、物販エリアが空洞化するなど

施設全体の刷新が急務であることから、専門的な知見を取り入れ

た施設のブランディングに取り組み、賑わいあるベイエリアの再

生につなげてまいります。 

 

さらに、シティプロモーションを専門的に担う組織を新設し、

ＳＮＳアンバサダー「しおがまＰＲ隊」と共に本市の魅力を戦略

的に全国へ発信しながら、関係人口や交流人口の増加を図るとと

もに、ふるさと納税の推進や、移住・定住の促進に努めてまいり

ます。 

 

次に、日常に彩りがあるまちを目指す「文化」の分野でありま

す。 
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幅広い年代の市民の皆様が地域への愛着を深めていただけるよ

う、市内各所を周遊し、本市の歴史や文化、自然について学ぶ機

会を引き続き提供してまいります。 

また、本市の指定文化財であり、地域産材の利用や先進的な木

構造が採用された公民館本町分室及び杉村惇美術館につきまして

は、耐震調査の結果に基づいた耐震補強を行いながら、歴史的建

造物の保存に留まらず、文化の創造・発信の拠点として活用して

まいります。 

 

生涯スポーツの振興につきましては、昨年、屋外バスケットゴ

ールを設置した中の島公園を中心として、幅広い世代が気軽にス

ポーツを楽しめる施設の整備を更に進めるほか、スポーツ振興の

基幹的施設である体育館の大規模改修に取り組んでまいります。 

 

次に、みんなが主役になれるまちを目指す「協働」の分野につ

いてであります。 

 行政運営を持続可能なものとしていくためには、町内会や市民

活動団体などが互いに連携・協力し合い、より良い地域社会とし

て取組を積み重ねていくことが不可欠であると認識しております。 

市民の皆様の創意工夫にあふれた自主的な企画や、地域課題の
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解決に向けた活動を引き続き支援してまいります。 

 

コミュニティ活動の促進に向けては、町内会に対しレクリエー

ション用品を贈呈し、気軽に集い活動できる環境の整備に取り組

んでまいりました。令和７年度は、地域コミュニティの拠点とな

る集会所施設を、安心・快適に利用し続けていただけるよう、町

内会との連携を密にし、施設の維持補修を支援してまいります。 

  

また、昨年度は、民間企業と連携し、本庁舎に人工知能を用い

たＡＩコンシェルジュをモデル事業として設置したところです。 

今後も民間企業が持つデジタル技術を活用した行政手続きのオ

ンライン化やキャッシュレス化などを推進し、市民サービスの向

上と業務の効率化に取り組んでまいります。 
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未来への礎の創造 

続きまして、市制施行８０周年を契機に、１００周年を見据え

た未来への礎を築く事業について説明申し上げます。 

 

未来を担う世代が夢を実現していくことの大切さとその価値を

実感できるよう、「しおがまっ子夢応援プロジェクト」を継続し

て実施し、子どもたちの成功体験や自己肯定感を養うとともに、

挑戦する意欲を育ててまいります。 

 

また、異文化に触れながら自己表現力や多文化共生社会への認

識を高めていけるよう、相互交流が図られた韓国の中学校との交

流を更に深めるなど、国際交流事業を引き続き実施し、国際社会

で活躍できる人材の育成に取り組んでまいります。 

 

さらには、思い出に残るアート制作を通じて、子どもたちの創

造性や発想力、好奇心を育みながら、シビックプライドの醸成と

未来を担う人材育成に努めてまいります。 

 

地域の宝である子どもたちは無限の可能性を秘めております。

その子どもたちが本市への愛着と誇りを持ちながら健やかに伸び
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やかに育ち、やがて世界へ羽ばたき、ふるさと塩竈のために活躍

される姿を夢に描きながら、全力で支援してまいります。 
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予算案の概要 

これまで申し上げました市政運営の基本方針に基づきまして、

編成いたしました令和７年度予算案の概要を申し上げます。 

 

令和７年度当初予算につきましては、少子高齢化等による社会

保障費の増大や依然として続く物価高騰等の影響を受けた、これ

まで以上に厳しい財政状況の中で、重点課題に適切に対応する事

業や、第６次長期総合計画の実現に向けた事業、未来への礎の創

造に繋げる事業を峻別し、予算化したところであります。 

 

各会計の予算でありますが、一般会計につきましては、２７５

億９，０００万円で、前年度と比較して２４億２，０００万円、

９．６％の増であります。 

これは、主に児童手当や施設型給付費等支給事業など、社会保

障関係経費であります扶助費や、防災行政情報伝達システム整備

業務をはじめとする普通建設事業の増加などによりまして、増額

となったものであります。 

また、特別会計につきましては、５会計の予算総額が１３２億

９，８９０万円で、前年度と比較して１億７，１７０万円、１．

３％の増であります。 
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主な内容といたしましては、国民健康保険事業特別会計におい

て、一人当たりの医療費が増加したことに伴い、保険給付費が増

となったものであります。 

また、介護保険事業特別会計においては介護サービス利用者等

の増加に伴う介護給付費の伸びが見込まれるほか、後期高齢者医

療事業特別会計につきましても被保険者数の増加により、納付金

が増となっております。 

 

企業会計につきましては、下水道事業会計が、支出の合計で７

９億２，２０２万９千円で、前年度から４．３％の増となってお

ります。収益的支出においては、減価償却費の増加により、前年

度から３．７％の増、資本的支出では、ポンプ場改良費などの増

加により、前年度から４．８％の増となっております。 

 

病院事業会計につきましては、支出の合計が３８億１，４３６

万４千円で、前年度から１０．９％の増となっております。収益

的支出においては、給与制度改正等に伴う給与費の増加などによ

り、前年度から３．６％の増、資本的支出では、病院改修事業及

び空調設備更新に伴い、前年度から９８．４％の増となっており

ます。 
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水道事業会計につきましては、支出の合計が２５億８，７８６

万円で、前年度から４．３％の増となっております。収益的支出

においては、委託料等の減少により、前年度から１．０％の減、

資本的支出では、水道改良費等の増加により、前年度から１４．

２％の増となっております。 
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以下、新年度に行う事業について主なものを申し上げます。 

 

まず、本市が掲げる「重点課題」に適切に対応していくための

事業といたしましては、 

清掃工場管理事業費として        ２億２２０万３千円 

中倉埋立処分場管理事業費として   ２，５２４万６千円 

学校規模の適正化の検討事業として      ３６万８千円 

門前町活性化事業として          １０４万３千円 

「みやぎの台所・しおがま」推進事業として ８３９万２千円 

浦戸地区買い物支援事業として        ７９万３千円 

地域おこし協力隊活用事業（情報発信・地域課題解決分）として 

   １，３３１万１千円 

浦戸地区未利用地活用事業として       ３１８万円 

を計上いたしております。 

 

次に、第６次長期総合計画に掲げる「8 つの塩竈物語」を実現

させるための事業のうち、「子どもたちの笑い声があふれるま

ち」の実現に向けた事業といたしまして、 

妊婦等包括相談支援事業として       ４２５万４千円 

こんにちは赤ちゃん事業として       ４４４万６千円 
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保育対策総合支援事業として     １，０５５万１千円 

こども家庭センター運営事業として   １，９４２万９千円 

情報教育推進事業として        １，６３７万６千円 

教育支援センター「コラソン」運営事業として  

２，８２８万４千円 

スクール・ソーシャルワーカー活用事業として  

５３１万７千円 

小中学校情報機器整備事業として ３億３，６７１万 6 千円 

中学校長寿命化改良事業として      ４，７４８万７千円 

地域のおしごと体験事業として          １７０万円 

子どもの遊び場整備事業として          ６００万円 

 

同じく、「みんなが生き生きしているまち」の実現に向けた

事業といたしましては、 

敬老祝金費として            ３４６万１千円 

敬老行事開催支援事業費として        ６８万５千円 

高齢者福祉計画・第１０期介護保険事業計画策定事業として

                     ４３６万１千円 

ねたきり老人等紙おむつ支給事業費として   ４７７万８千円 

高齢者あんしん見守り支援事業として   ３６６万９千円 
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配食サービス事業費として        １，０６５万９千円 

子どもの学習支援事業として          ７８０万円 

社会福祉協議会運営費補助金として     １，９００万円 

健康しおがま２１プラン推進事業として      ３０万円 

 

同じく、「快適に住み続けられるまち」の実現に向けた事業

といたしましては、 

消防施設整備事業として      １億４，４２２万２千円 

防災行政情報伝達システム整備業務として 

４億７，７２１万７千円 

防犯灯整備事業として            １，０００万円 

安全・安心まちづくり推進事業として     ４５０万円 

都市マスタープラン見直し・立地適正化計画策定事業として 

 １，２５９万６千円 

子育て・三世代同居近居住宅取得支援事業として 

２，６５０万円 

空き家利活用促進事業として         １０５万円 

私道等整備補助金交付事業費として       １００万円 

緑と憩い再生事業として            ５０５万円 

公園施設長寿命化計画策定事業として   ３，５１８万円 
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同じく、「活気があり、誇りをもって働いている人がたくさ

んいるまち」の実現に向けた事業といたしましては、 

魚食育普及促進支援事業として         １００万円 

水産物等販路回復事業として         ２５０万円 

塩竈産品販路拡大支援事業として       ２８０万円 

中心市街地にぎわい創出事業として       ６９７万円 

小規模事業者チャレンジ支援事業として     ２００万円 

 

同じく、「何度でも訪れたいまち」の実現に向けた事業といた

しましては、 

塩竈みなと祭協賛会助成事業として     ７９５万６千円 

塩竈市観光振興ビジョン策定事業として   ２９８万８千円 

旅客ターミナル施設ブランディング事業として   ５００万円 

塩竈の魅力発信事業として           ５２万２千円 

 

同じく、「日常に彩りがあるまち」の実現に向けた事業といた

しましては、 

美術館耐震対策事業費として          ５，４００万円 

走る市政教室事業として                ８万円 
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スポーツ振興事業として              １５０万円 

スポーツパーク事業として            ２００万円 

塩竈市体育館大規模改修事業として １４億１，８８９万８千円 

 

同じく、「みんなが主役になれるまち」の実現に向けた事業

といたしましては、 

塩竈市協働まちづくり提案事業として   １７４万８千円 

集会所整備等助成事業として       １７６万８千円 

長期総合計画後期基本計画策定事業として     ６００万円 

新婚さんいらっしゃい事業として     ８０１万８千円 

 

同じく、「自然と調和した和やかな暮らしと癒しがあるしま」

の実現に向けた事業といたしましては、 

離島地区通学費補助事業として       ２６０万４千円 

浦戸地区遊休施設等利活用事業として      ９９万円 

浦戸地区校外学習等支援事業として        ６７万円 

浦戸諸島交流促進事業として          １５０万円 

を計上いたしております。 
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次に、「未来への礎の創造」に関する事業といたしまして、 

しおがまっ子夢応援プロジェクト事業として   １０４万円 

国際交流事業として            ５０４万３千円 

アートプロジェクト事業として       １１９万６千円 

を計上いたしております。 
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結び 

以上、市政運営に取り組む所信の一端と施策の方向性について

ご説明いたしました。 

 

今年は乙巳年、外からの抵抗力が強い中にあっても屈すること

なく、これまでの慣習にとらわれず、弾力的に新しい歩みを進め

る年と言われております。 

 

市制施行１００周年に向けて、先行きの見えない社会情勢の中

にあっても、私たちは変化を恐れずしっかりと未来を見据え、努

力を怠ることなく着実に歩みを進めていかなければなりません。 

  

私が深く胸に刻んでいる言葉のひとつに「雲外蒼天」がありま

す。これは「困難を乗り越えた先には、明るい未来が待っている」

という意味です。 

今私たちは、社会の大きな転換期に直面し、数多くの課題と対

峙しておりますが、時代の流れを的確に捉え、一つひとつの課題

に真摯に向き合いながら、乗り越えた先に待つ明るい未来を迎え

るべく、全力を尽くしてまいります。 

そして、その未来を次の世代へしっかりと手渡していきたいと

-38-



 

 

考えております。 

 

これまで、塩竈を築き上げられた先人たちの想いを受け継ぎ、

「海と社に育まれる楽しい塩竈」の実現に向け、何事にも勇往邁

進、取り組む所存であります。 

 

市民の皆様並びに議員各位のご理解とご支援を賜りますよう、

心よりお願い申し上げます。 
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１　重点課題

清掃工場管理事業費 202,203

中倉埋立処分場管理事業費 25,246

学校規模の適正化の検討事業 368

門前町活性化事業 1,043

「みやぎの台所・しおがま」推進事業 8,392

浦戸地区買い物支援事業 793

13,311

浦戸地区未利用地活用事業 3,180

２　第6次長期総合計画

（１）

4,254

○ こんにちは赤ちゃん事業 4,446

◎ 保育対策総合支援事業 10,551

こども家庭センター運営事業 19,429

○ 情報教育推進事業 16,376

教育支援センター「コラソン」運営事業 28,284

スクール・ソーシャルワーカー活用事業 5,317

◎ 小中学校情報機器整備事業 336,716

中学校長寿命化改良事業 47,487

地域のおしごと体験事業 1,700

◎ 子どもの遊び場整備事業 6,000

子どもたちの笑い声があふれるまち

　　　　　　　　主 要 事 業
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎・・・新規事業
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇・・・拡充事業

事　　　　業　　　　名 金額（千円）

地域おこし協力隊活用事業（情報発信・地域課題
解決分）

妊婦等包括相談支援事業
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　　　　　　　　主 要 事 業
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎・・・新規事業
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇・・・拡充事業

事　　　　業　　　　名 金額（千円）

（２）

3,461

685

◎ 4,361

ねたきり老人等紙おむつ支給事業費 4,778

高齢者あんしん見守り支援事業 3,669

配食サービス事業費 10,659

子どもの学習支援事業 7,800

○ 社会福祉協議会運営費補助金 19,000

健康しおがま２１プラン推進事業 300

（３）

消防施設整備事業 144,222

◎ 防災行政情報伝達システム整備業務 477,217

防犯灯整備事業 10,000

安全・安心まちづくり推進事業 4,500

◎ 12,596

子育て・三世代同居近居住宅取得支援事業 26,500

空き家利活用促進事業 1,050

私道等整備補助金交付事業費 1,000

緑と憩い再生事業 5,050

公園施設長寿命化計画策定事業 35,180

みんなが生き生きしているまち

快適に住み続けられるまち

敬老祝金費

都市マスタープラン見直し・立地適正化計画策定事業

敬老行事開催支援事業費

高齢者福祉計画・第１０期介護保険事業計画策定事業
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　　　　　　　　主 要 事 業
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎・・・新規事業
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇・・・拡充事業

事　　　　業　　　　名 金額（千円）

（４）

魚食育普及促進支援事業 1,000

水産物等販路回復事業 2,500

塩竈産品販路拡大支援事業 2,800

中心市街地にぎわい創出事業 6,970

小規模事業者チャレンジ支援事業 2,000

（５）

塩竈みなと祭協賛会助成事業 7,956

◎ 塩竈市観光振興ビジョン策定事業 2,988

◎ 旅客ターミナル施設ブランディング事業 5,000

塩竈の魅力発信事業 522

（６）

美術館耐震対策事業費 54,000

走る市政教室事業 80

スポーツ振興事業 1,500

○ スポーツパーク事業 2,000

塩竈市体育館大規模改修事業 1,418,898

（７）

塩竈市協働まちづくり提案事業 1,748

集会所整備等助成事業 1,768

◎ 長期総合計画後期基本計画策定事業 6,000

新婚さんいらっしゃい事業 8,018

みんなが主役になれるまち

活気があり、誇りをもって働いている人がたくさん
いるまち

何度でも訪れたいまち

日常に彩りがあるまち
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　　　　　　　　主 要 事 業
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎・・・新規事業
　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇・・・拡充事業

事　　　　業　　　　名 金額（千円）

（８）

離島地区通学費補助事業 2,604

◎ 浦戸地区遊休施設等利活用事業 990

浦戸地区校外学習等支援事業 670

浦戸諸島交流促進事業 1,500

３　未来への礎の創造

しおがまっ子夢応援プロジェクト事業 1,040

国際交流事業 5,043

アートプロジェクト事業 1,196

自然と調和した和やかな暮らしと癒しがあるしま
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